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ミヤマアプラススキにきわめて近縁と考えられるものは， 台湾産のタイナンアブラスス

1 (Spodiopogon tainanensis H AYATA) である（大井 1942参照）。 CHEN and Hsu (1962) 

はタイナンアブラススキに 2n = 40 を報告している。 この種は外部形態の変異からみると，

かなりの種内の分化をもつもののようであり， CHEN and Hsu の報告は 1個体について

のものであるので， 今後より多くの材料についての調査が望ましいが， 少なくともタイナ

ンアプラススキの一部が4倍体であることは疑いない。

ミヤマアプラススキとタイナンアブラススキのように， きわめて近縁な種， あるいは同

一種の 2 亜種のあいだに， 2 倍体と 4 倍体という関係がある場合， 一般的には 2 倍体が 4

倍体より起原の古いものと考えられる。 北陸要素であるミヤマアブラススキは， かって日

本～台湾にひろがっていた2倍性のオウアブラススキ属植物の遺存的な種かもしれず， ミ

ヤマアブラススキとタイナンアプラススキの相互関係についての， 今後の一 層の研究が望

まれる。

蛇足ながら， オウアブラススキとミヤマアプラススキは外部形態においてはっきりと異

なっておリ， 染色体数からして， 4倍性のオウアプラススキから2倍性のミヤマアブラス

スキが分化したとは考えられない。 逆に， ミヤマアプラススキがオウアブラススキの起原

に関与していることは， 一 応考えられることで， あるいはオウアプラススキのもつ2組み

のゲノムのうち， 1組みはミヤマアプラススキから由来したものかもしれない。
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Summary 

Chromosome numbers of the genus Spodiopogon in Japan have been 

examined. Counts of 2 n = 40 were made for S. sibiricus TRIN. and those of 

2 n = 20 for S. depauperatus HACK. (Table 1) . 

- 69 -




